
コントアネクスト Link2.4をお使いの方へ
定期的に保守･点検を行いましょう

 ■ 保守・点検の方法

1. 測定器/血糖センサーの保管・取扱い 
 ▪ 測定器はできるだけ携帯用ケースに収納してください。
 ▪ 手をよく洗い、水気をしっかりと拭き取り、測定器や血糖センサーに水分や
油分、その他の汚れが付着しないようにしてください。

 ▪ 血液あるいは洗浄液（「2. 測定器のお手入れ」参照）がセンサーポートや
USBプラグに入らないようにしてください。

 ▪ 測定器は慎重に取り扱い、ディスプレイ、USBプラグおよび電子部品への
ダメージや、その他の故障が生じないようにしてください。

 ▪ 充電時以外は、USB保護キャップを装着してください。

 ▪ 血糖センサーは他の容器に移し替えたりせず、必ず元のボトルで保管して
ください。なお、血糖センサーを取り出したらすぐにボトルのふたをしっかり
と閉めてください。

測定器・センサーの保管および使用期限について
〈測定器〉

 ▪標準的な使用期間の目安は5年間です。（5年間の使用を保証するものではありません。）
〈血糖センサー〉

 ▪血糖センサーは0～30°Cで保存してください。
 ▪有効期間は製造日から2年です。（包装箱およびボトルに記載されてる使用期限を
過ぎたセンサーは使用しないで下さい。）

しっかり閉める

注意： 測定器と血糖センサーは過度の湿気、熱、冷気、埃、汚れにさらされ
ないようにしてください。



2. 測定器のお手入れ（清掃・消毒）
 ▪ 測定器の外装に汚れなどがある場合は、中性洗剤や消毒剤溶液（漂白剤

1と水9の割合の溶液等）で軽く湿らせた清潔な布あるいはティッシュで
拭いてください。清掃後は乾いた布あるいはティッシュで拭いておきま
しょう。

 ▪ USBプラグやセンサーポートの内側にものを差し込んだり、内側を清掃
したりしないでください。

3. 測定器のチェック
 ▪ 画面や測定器外部に割れや欠けがないことを確認しましょう。

 ▪ 電池残量が少ない場合は、充電を行ってください。

 ▪ 正確な日時が表示されていることを確認しましょう。

注意： ボタンやUSB保護キャップやセンサーポートの内側や周辺に洗浄液が
垂れないように注意してください。液体が入ると故障するおそれがあり
ます。

 ■ コントロールテストを行いましょう
次のような場合には、コントロールテストを行ってください。

 ▪ 初めて測定器を使用するとき
 ▪ 新しく開封した血糖センサーボトルの血糖センサーを
初めて使用するとき

 ▪ 測定器が正常に機能していないと思われるとき
 ▪ 複数回測っても、繰返し予想外の結果が出るとき
 ▪ 長時間センサーボトルを開けたままにしてしまった場合

コントロール液の保存及び取扱い
 ▪ コントロール液は9℃～30℃で保存してください。

 ▪ コントロールテストを実施する前に測定器およびコントロール液をテストを
行う場所の温度（15℃～35℃）に20分以上なじませてください。

 ▪ ボトルラベルと包装箱に印刷されている使用期限を過ぎていたり、開封後
6ヶ月を過ぎているコントロール液は絶対に使用しないでください。開封時
には、6ヶ月後の使用可能期限をボトルラベルに記入しておくとよい
でしょう。



準備するもの

 ■ コントロールテストの実施手順

1.  通常の測定と同じ手順で測定器に血糖センサーをセット
します。

2.  使用前に必ず、ボトルを15回ほど振ってよく混ぜます。
3.  キャップを外し、滴下する前にボトル先端に付着している
液をティッシュペーパー等で拭き取ります。

4.  清潔で吸収性のない食品用アルミ箔やラップフィルムなど
にコントロール液を一滴垂らします。

5.  コントロール液を滴下後、すみやかに血糖センサー先端
を接触させます。

6.  測定器から「ピー」という音が鳴るまで、血糖センサーの
先端を滴下したコントロール液に当てておきます。

7.  5秒のカウントダウン後、測定結果を表示します。この時の
測定結果は自動的に「コントロールテスト」として保存
され、血糖平均値の計算には含まれません。

8.  コントロールテスト結果と血糖センサーボトルラベルに
記載されている管理範囲を比較してください。テスト結果が、
血糖センサーの包装箱およびボトルに記載されている
管理範囲に収まらない場合、血糖センサー、測定器あるいは
テスト手法に問題があると考えられます。再度手順を確認 
しても解決しない場合はＰＨＣ株式会社 『糖尿病検査 お問い
合わせコーナー』にご連絡ください。

9.  血糖センサーを抜き取ります。
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コントロールテストの注意点
 ▪ コントアネクスト Link2.4にはコントアネクスト コントロール液を必ずご使用
ください。コントアネクスト コントロール液以外では正しく測定ができません
ので使用しないでください。

 ▪ 血糖センサー及びコントロール液の包装箱およびボトルに記載されている
それぞれの使用期限を確認し、期限切れの場合は使用しないでください。

 ▪ コントロールテストの結果はポンプに送信されません。

 ▪ コントロール液を指先に滴下したり、ボトルから直接点着したりしないで
ください。

ＰＨＣ株式会社
糖尿病検査 お問い合わせコーナー

0120-123-119 9：00～17：30（土・日・祝日、弊社休日を除く）

日本メドトロニック株式会社
糖尿病24時間サポートライン
 コール ミニ コール

0120-56-32-56（24時間365日）

血糖センサー・コントロール液に関するお問い合わせ

測定器に関するお問い合わせ

medtronic.co.jp

日本メドトロニック株式会社
ダイアビーティス事業部
〒108-0075  東京都港区港南1-2-70

CNL-18-1000DIB1708-07

ＰＨＣ株式会社
診断薬事業部
〒105-8433 東京都港区西新橋2-38-5

www.phchd.com

販売名：コントアネクスト Link2.4（自己検査用グルコース測定器） 
医療機器承認番号：22900BZX00035000
販売名：コントアネクスト センサー（自己検査用グルコースキット） 
承認番号：22900EZX00004000


